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日本野鳥の会埼玉の探鳥会言課より（その5) 

出現率の変化（カツコウやホトトギスと托卵相手の場合） 

山口 芳邦（新座市） 

私が担当している坂戸市高麗川探鳥会は 1986 年に始まりました。記録を見ると、夏期の 6 

月の探鳥会では 2005年まではカッコウがよく確認されていました。一方、1997年まで記録の

なかったホトトギスが 1998 年から確認されるようになり、2006年以降はカッコウにとって代

わりました。原因はわかりませんが、今回、県内の探鳥会ではどうなっているか調べてみまし

た。次ページのグラフをご覧くださし、 

ホトトギスの増加に関しては、ネット上やそ

の他に、明確な記述を見つけることができま

せんでした。現時点ではあまり顕著な現象に

なっていないということでしょうカ、 

ホトトギスの托卵相手は主にウグイスと言

われています。ウグイスの出現率はグラフ且

のように増加していますが、関係があるので

しょう加ホトトギスが増えれば、才砂，相手

のウグイスは減少してもよさそうですが、探

鳥会の言瞬ではそうなっていません。何故で

しよう。これについては、托卵された場合、 

ウグイスは卵を巣外に捨てたり、巣を放棄し

たりの托卵拒否行動をとらないが、関東地方

低地などでは4月に期直を始めて、カッコウ

などに比べ遅くやって来るホトトギスが6月

に托卵を始める前に雛を育てることができる

こと、また、托卵前にホトトギスから巣を守

り、托卵を妨げる行動をとるとの研究報告が

あります。（「ホトトギスの托卵に対するウグ

イスの対抗手段 リスクの変化に対応した防

衛行動の調節」平成23年国立科学博物館） 

力ッコウの減少（グラフ:i ）は埼玉県だけ

ではないようです。カッコウの托卵相手は、 

主にオオョシキリ、モズ、オナガなどでしょ 

力ッコウ（写真提供 Y. E.) 

う加 どれも出現率は減少傾向にあります。 

特に、オナガについては「17探鳥地」につ

いて年間を通してみるとその出現率の変化は

次ページの夏期（5-9月）の記録より大きく、 

84-'88年の67％から09'13年は17％に、そ

れも直線的に減少しています。幸い2014年前

半の探鳥会では 22％で下げ止まったかには

見えますが・・・・。 

カッコウがオナガに托卵し始めてからオナ

ガが減少したという県外の報告がネット上に

みられましたが、私の近隣では、ハシブトガ

ラスの増加と関係があるのではと推測してい

ます。ハシブトガラスが急増した時期に、オ

ナガなどの巣からヒナを奪うハシブトガラス

が目撃されるようになり、一時期、私の近所

ではオナガの姿がまったく見られなくなりま

した。その後のハシブトガラスの減少ととも

に最近では徐々にオナガが戻ってきて、数も

増えてきました。埼玉県内の探鳥会言瞬でオ

ナガはこれからも減少していくのか、或いは

回復していくのか、注視していきたいと思い

ます。 

この記事を読まれる頃には、当会のホーム

ページに、1984年から2013年までの30年間

の埼玉県内探鳥会（26探鳥地 1971回）で記

録された219種についての記録が掲載される

予定です。鳥種毎に、今回と同じ5年ごとの

出現率の変化のグラフ、月別出現率グラフ、 

その他集計表がついています。グラフに見ら

れる変化は県内の全体的な傾向を表している

と考えられます。その原因、或いは皆さんの

フィールドとの違いなどを考えてみるきっか

けになれたらと思います。 
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※グラフは、1995 年以前から現在まー麟幽売している埼玉県内 26 探鳥地のうち、夏期に実施記

録がある 17 探鳥地の探鳥会記録（ 5月～9月 547 回）を 5年間毎に集計した出現率で七 [26 

探鳥地」名については『しらこばと』355 号をご覧ください。 

※ [17 探鳥地」】さいたま市三室地区、さいたま市秋ケ瀬公園、さいたま市大宮市民の森、さ

いたま市民家園周辺、加須市渡良瀬遊水地、滑J「町武蔵丘陵森林公園、寄居町玉淀河原、狭

山市入間川、熊谷市大麻生、坂戸市高麗川、上尾市丸山公園山越市西J「越、長瀞町宝登山、 

東松山市物見山、北本市石戸宿、本庄市坂東大橋、蓮田市黒浜沼 
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石光 章（所沢市） 

へ／
白神岬 

「地名の鳥 II」 ， 
地名の鳥を探して、北海道から津軽海峡を

渡り青森県に入ります。津軽淘峡を渡る鳥の

ノレートは幾つかありますが、良く知られてい

るのは柵舗首・松前半島の白神岬と青森・津

軽半島の龍飛崎を結ぶルート。その龍飛崎を

日本海沿いに少し南下した北津軽郡中泊町に

燕崎（ツバクラザキ）があります。ツバクラは

ツバメの異称で、ツバクラメ、ツバクロも同

じ。ここの海岸の洞窟にイワツバメが棲んで

いたことから名付けられたと伝えられていま

す。燕崎は小泊十二景のーつに数えられる景

勝地です。 

同じ北津軽郡には鶴田町（ツルタマチ）共鶴

泊（ツルドマリ）の地名もあります。「鶴が飛来

してきた場所であったことに由来する」と町

誌に記載されています。i軽の里にもツルが

安住していました。 

県都・青森市に鶴ケ坂（ツルガサカ）があり

ますが、この地名の由来にはチョットしたス

トーリーがありました。元来この地は津軽坂

と呼ばれていたそうです。それがツガルの類

似音ということでツルガとなり、目出度い鶴

を入れた賀名として鶴賀坂に。さらに簡略化

されて鶴ケ坂になったとか…。言菊旋びのよ

うな変遷が面白い地名です。 

東北新幹線八戸駅の南西に位置する南部町

に変わった地名があります。鳥舌内。チョウ

シタナイと読みますが、チョウシタネェとも

いうそうです。由来には諸説あります。アイ

ヌ語由来説では元はチャシタナイというアイ

ヌ語で、チャシ（砦、館）、タ（の）、ナイ（沢） 

つまり「砦のあった沢」の意味と解説してお

り、いかにも尤もらしいのですがまとも過ぎ

て面白味はありません。他には、一帯の丘陵

の形が鳥の舌のように見えるからとの説もあ

りますが、最もユニークなのは、昔奇声を発

する鳥を撃ち落としたら、鳥に舌がなかった

ことにちなむとの説です。舌切雀民話との関

連を想像したくなる意味ありげな由来話で、 

興味を惹かれます。ただし、何の鳥かは不明

です。 

下北半島の中ほど、上北郡横浜町に雲雀平 

つ 	リタイ  

見つかっていないようですが、陸奥湾に面し

た丘陵地帯で草原が広がっている風景から、 

ヒバリが豊かに噂ることでこの地名になった

と想像出来ます。この地に今、風力発電事業

が計画されています。風力発電といえば、気

になるのが風車によるバードストライク。現

在はまだ環境アセスメントが進められている

段階のようですが、近い将来風車が林立して

しまうのでしょうか？ 火力、原子力に代る

クリーンェネルギーとして風力が重要とはい

え、雲雀平の地名に風力発電は似合わない気

がします。 

雲雀平と背中合わせの太平洋側にある六ケ

所村。核・一勿の処理問題で注目される村で

すが、ここに』軸足（タカホコ）という地名があ

ります。鷹架というのは本来は鷹狩りの鷹を

停まらせておく木のことですが、負路の由来

は源頼朝です。頼朝が召し上げた名馬『生食 

（いけづき）』の産地がこの地で、その馬の背

丈が鷹待ち場の鷹架の丈であったことにちな

むのだとカ、頼朝でハクをつけようとしたの

でしょうか、良く出来た話ですがいささか作

り過ぎの感が否めません。オオセッカの世界

最大の獅鹸●として知られる仏沼は鷹架の南

約10数kmにあります。 

青森県には他にも、鶏ケ唄（トリガウタ）、 

鶴喰（ツルバミ）、鴨ノ首（カモノクり等の変

わった地名がありますが、由来が不明なので

名前のみを紹介させていただき、青森県の巻

を終わります。 

最後に駄作…「陸奥の津軽の里の鶴賀坂鶴

舞い降りて人と棲み合う」 

青森県の巻ー 

を 	（ヒバ 

ラ）が

幸 ありま

を す。地

こ 名の由

ま 来を明

司 示する

で 資料は 
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野鳥記録委員会の最新情報 日本野鳥の会埼玉野鳥記録委員会 

英名 Hooded Cm 

学名 Grus ml8助日 

分類 ツル目ツノ1科ツル属 

2014年12月 13 日午後1時ごろ、山岸幹夫

さん（未入会の方）により、深谷市内で写真撮

影されました（上写真）。当委員会は、1997年 

12 月-98 年1月の行田市での当県内初記録 

（本誌1998年2月第166号）、2001年4月の

上尾市での2例目（同じく 2001年8月第208 

号）に次ぐ、3例目として言瞬することとしま

した。 

本個体は、①三列風切］羽の間からのぞいて見

える初列風切羽が褐色であること、②初列雨

覆羽も同様に褐色であること、③左側だけ、 

目の上・頭頂寄りの部分に赤い色がわずかに

見られることなどから、まったくの幼鳥では

ないものの、成鳥ともいえない若鳥と思われ

ます。なお、③の事項ですが、その後わずか 

10 日ほどで頭頂が左右対称に一様に赤く色

づき、日々成熟が進んでいたという印象を受

けました。 

本個体の終認日は不明ですが、少なくとも 

2015年3月 14 日までは、ほぼ同所で姿を確

認されています。冬作のなし刈田と適当な川

の流れがあって、良好な餌場・ねぐらを確保

できたことが今回の越冬につながったものと

考えられます。 

なお、当委員会は、希少種が滞在している

間は、それを公表しないことにしています。 

この件は新聞等でも報道されましたが、やは

りその方針で対処しました。 

小さな発電所から 

大森桃子（さいたま市） 

あれ？ 最近、そんなに寒くないね。空の

色もなんか違う。近所の梅も咲き始めたね…

そんなことから、春の到来をふんわりと感じ

ていた。それが変わった。太陽光発電を始め

てからである。毎日、発電量を言改永している

が、その数値が日毎に増えてゆく。冬の間は 

7~ 8 kWhだったのが、9になり 10になり、 

ニケタが当たり前になる。今年の最高値を更

新した時、太い筆で墨黒々と書かれた「ー陽

来復」という言葉が、頭の中に「どん！」と

浮かんだ。カ強い春の到来であった。かつて

感じたことのない春のェネルギーであった。 

太陽光発電を始めた時、業者から「発電所の

名前を付けてください」と言われた。一般家

庭の太陽光発電でも、東京電力の発電所のー 

つとなるので名前が必要だそうだが、東電  

から「埼玉第7太陽光発翻i」みたいな名前

を与えられるのではなし、こちらに命名権が

あるという。ペットの名前をつける人が多い

らしし、 じゃあ、うちはやっぱり鳥の名前だ

な。あれこれ悩んで、ヒョドリにした。正式

名称は平仮名で「ひよどり発電所」。「太陽光

発電がヒョドリのように、ありふれた存在に

なってほしい」という願いを込めた。だから

屋根にパネルを乗せた家を見つけると、なん

となく嬉しし、 

気になることがある。うちの発電所で作っ

て、余った電気は、どんなふうに使われ7てい

るのだろう？ 甥が昼間なのに明かりをつけ

て、コンピューターゲームで遊んでいる。そ

の姿を見ると、“ひよどりブランド”の電気が

こんなふうに使われていたら嫌だなと思う。 

幸か不幸か電気は電気、区別できなし、それ

でもやはり、発電戸隆営者は言いたし、電気

は大切に。 



さいたま市岩槻区高曽根 ◇1月25日、ケリ 

3羽、タヒバリ多数、ヒバリも多い。アオ

サギ約50羽が散在（鈴木紀雄）。 

深谷市本田 ◇1月 28 日昼ごろ、「白鳥飛来

地」の河原にて全身が完全に真っ白のセキ 

レイ類1羽。噛や足も黄褐色に色脱けして 

いるが、虹彩は黒っぽい。付近にはセグロ 

もハクも複数いるため、外見だけでは種類 

の特定はむずかしい。他のセキレイたちと 

飛び回ってもかなり目立つ。なかなか声を 

聞かせてもらえず、30 分ほど観察して 2度 

だけ、力のないかすかな「チッ」という声 

を発したので、個人的には「ハクセキレイ」 

ということに・・・。上流よりセグロカモメ成 

鳥1羽飛来。そのまま下流へ飛び去る。今

季この場所にハクチョウは来ていない。コ

ハクチョウやカE類が集まっているところ

は L000 メートルほど上流に移っていて、 

その中にスズガモ早 1羽を見つける。キン

クロハジロ早とは頭の形が違う（榎本秀和）。 

さいたま市緑区上山口新田 ◇I月28日、芝

川沿いでョシガモ早 1羽、ヒドリガモ、コ 

ガモ、ハシビロガモ子 2羽早 2羽、カイツ

ブリ、バン10羽＋、オオバン10羽、アオサ

ギ 2羽、コサギ1羽、カワウ、オオタカ飛

朔、カワセミ子 1羽、モズ子 1羽、ツグミ、 

アオジ、ホオジロ、オオジュリン（声）、シ

メなど。 2月 3 日、ハシビロガモ子 2羽、 

コガモ、カワウ、バン、オオバン、セグロ

カモメ1羽、タシギ1羽、クイナ1羽、キ

ジ子 2羽の争い、カワセミ子 1羽、モズ、 

ツグミ、アオジなど（鈴木紀雄）。 

加須市浮谷の里 N36. 1346 E139. 6268 ◇1 

月29日、ノスリ若鳥と成鳥、オオタカ成鳥、 

アカゲラ子、ミヤマガラス30羽士。作業し 

ている耕運機の側にハクセキレイ 7羽。他 

にアオサギ、ダイサギ各1羽。ツグミ、シ

メ、ホオジロ、カワラヒワなど多数（長嶋

宏之）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇2月1日、 

セグロカモメ1羽、イカルチドリ1羽、コ 

ガモ、カルガモ、ヒドリガモ、アカゲラ 2 
羽、コゲラ、キセキレイ、カシラダカ、ア

オジ、ルリビタキ早 1羽、シロハラ、ツグ

ミ、ジョウビタキ、ェナガ、ベニマシコ子 

1羽早 1羽、シメなど。ここでは久々のべ

ニマシコに出会えた（鈴木紀雄）。◇ 2月11 

日午後、ェナガ2羽、ウソ、キセキレイ、 

ルリビタキ早、シロハラが落ち葉をガサゴ

ソかきまわす（本多己秀・久文子）。◇ 2月 

16日午後 3時頃、 2 日前の探鳥会に初心者

として参加されたご婦人から、図鑑を片手

に、当日見られなかった「ジョウビタキ」 

を見たいのだがどうかと尋ねられた。そこ

で、ポイントに案内。運良く子が出現、ご

婦人は大感激。帰りにはアリスイも見るこ

とができた（菊川和男）。 

北本市北本自然観察公園 ◇2月 3 日、枝に

とまったアオサギの姿が凍々しかった。 2 

羽のカケスが路肩で夢中に何かを食べてい

た。大懐こいシロハラの成鳥が lmまで近

づいた。他にアカハラ、ジョウビタキ、シ

メ、ェナガ、ヤマガラなど（長嶋宏之）。 

熊谷市善ケ島 ◇2月 3 日、利根川のアシ原

上空でハイイロチュウヒ早飛朔（寺山聖二）。 

さいたま市西区の鴨川 ◇2月4日、植田谷

本の学校橋付近でセグロカモメ 1羽がカル

ガモの死骸を啄む。普段は、学校橋の下に

いることが多いカルガモが、この時は、現

場を見下ろす右岸の斜面に16羽集まってい

た。他に、ミコアイサb 1羽、トモェガモ

子 1羽、コガモ35羽など。 2月10日タ方、 

学校橋から植田谷堰の間でハシビロガモ子 

1羽が早瀬を下って、寄り道採餌しながら

川下へ。次にミコアイサ子 1羽、軽やかに

波に乗り、すごい速さで通過するも淀みの

所でストップ。潜水を始めた。この個体は、 

既に1カ月以上もこの辺りにいて、この間

に風切羽が随分とボロボロに（まばらに）な

ってきたようだが、それでも活発に動き回

っている（大塚純子）。 

さいたま市緑区新宿 ◇2月 6 日、アシ原の

水面でビンズイが水浴び。ビンズイがこん

な所にいることもあるのですね（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区見沼自然公園 ◇2月 6 日、 
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オナガガモ、コガモ、ヒドリガモ、カルガ

モ、オカョシガモ、バン、オオバン。アキ

ニレの種子にアトリ約10羽の群れが2群（鈴

木紀雄）。 

さいたま市見沼区膝子 ◇2月6日、休耕田

の草原にカシラダカ約50羽が隠れる。すぐ

上をチョウゲンボウ子1羽、ホバリングす

るが、飛び去る。ミヤマガラス約100羽の

群れ（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区田島 ◇2月7日、昭和水門 

～さくら草水門の側“でョシガモ23羽、マ

ガモ、カルガモ、コガモ、ヒドリガモ、ホ

シハジロ、キンクロハジロ、オオバン、カ

ワウ、アカゲラ2羽、ベニマシコ、カシラ

ダカ、アオジ、ジョウビタキ、シロハラ、 

シメなど。左岸の竹薮にトラフズク1羽。 

野焼きが済んだサクラソウ自生地でタヒバ

リ、ツグミなど（大塚純子）。 

さいたま市岩槻区岩槻城堆公園 ◇2月 7日、 

ルリビタキ早 1羽、カワセミ、シロハラ、 

アカゲラ、カケス、ウグイスなど。アカゲ

ラのドラミングが迫力だった（本多己秀・

久文子）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇2月7日、カワセ

ミ 2羽が飛びかっていた。つがい形成の時

期が来たようだ。屋敷林にカラス類200羽

士の群れ。中にミヤマガラス10羽＋。 2月 

9日、シジュウカラがさえずり始めた。 2 

月19日、繁殖羽のコサギ1羽が沼の杭の上

にいて、冠羽を風になびかせていた。 2月 

22日、スズメの声が大きく艶っぽくなった。 

2月25日、ェナガが白樺の皮を剥いで運ん

で行った。巣材に使うのだろうか？ 2月 

27日、ハシボソガラスが小枝をくわえて飛

んで行った。キジバトが巣の上で鳴いてい

た。営巣開始のようだ（長嶋宏之）。 

坂戸市多和目 ◇2月10日午後2時30分頃、 

城山荘前の桜並木に、ウソ子2羽早 1羽。 

桜の花芽をついばんでいた。数はまだ増え

るのでは？ 例年、花芽が大きくふくらむ 

3月10日頃まで見られる（増尾隆）。 

さいたま市緑区芝川第一調節池 ◇2月10日、 

チュウヒ 2羽、コハクチョウ3羽、遠くに

オオハクチョウ2羽、オオバン、マガモ、 

オカョシガモ、コガモ、キンクロハジロ、 

ミコアイサ子3羽早 4羽、オオジュリン、 

カシラダカ、ベニマシコcl羽早 1羽、ア

カゲラ2羽、セグロカモメ、アオサギ、ダ

イサギ、コサギな＆クサシギが上空を「チ

ュピー」と鳴きながら飛んで行った（鈴木

紀雄）。◇2月1l日午前、オオハクチョウ 

2羽、コハクチョウ3羽。ミコアイサJ早 

10羽ほど、早のほうが多い。セグロカEメ

第1回冬羽の個体1羽。対岸を低く飛んで

いたチュウヒ早タイプ？1羽がアシ原のへ

りの小枝に降りたが、こちら側からは丸見

え（榎本秀和）。 

久喜市菖蒲町上大崎 N36. 0519 E139. 6066 

◇ 2月12日、ミヤマガラス300羽士が田起

しした田圃で採餌。その中にコクマルガラ

ス淡色型6羽、暗色型8羽を確認した（長

嶋宏之）。 

久喜市菖蒲町小林 N36. 0656 E139. 5785 

◇2月12日、藁ぼっちの上にニュウナイス

ズメ10羽士、スズメ50羽士が群れていた。 

近くの電線にカワラヒワ30羽士（長嶋宏之）。 

鴻巣市境 N36. 0983 E139. 5440 ◇2月12日、 

マガモ200羽士、ヒドリガモ200羽士、コガ

モ100羽士、アメリカヒドリ交雑種1羽。 

その他オオバン15羽が橋杭にまとわりつく

ように採餌していた（長嶋宏之）。 

さいたま市南区曲本1丁目 ◇2月16日、チ

ョウゲンボウ1羽、新大宮バイパスを自転

車でゆっくり走行中、頭上20m程の高さを

ヒラヒラと飛ぶ。高速道路の防音壁を乗り

越え、彩湖方面に飛び去る。チョウゲンボ

ウ独特の飛び方が印象に残った（陶山和良）。 

戸田市本町 ◇2月16日、中央通にかかる上

戸田)Ija）二枚橋の下でコサギ1羽、寒い中

しきりに餌を漁っていた。黄色の足指を震

わせながらのあの仕種で・‘・。いじらしいや

ら微笑ましいやら、しばし見とれてしまっ

た q淘山和良）。 
	 表紙の写真ー 

スズメ目セッカ科セッカ属セッカ 

寒さが多少緩んだ2月22日、目前に飛来し

てちょっとだけ茎に止まってくれた、冬のセ 

ッカです。 	 石川敏男（春日部市） 
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「要予約」と言峨してあるもの以外、予約申し込みα) 要はあり

ませんb 集合時間に集合場所にお出かけくださし、 

初めての方は、青い腕章の担当者に「初めて参加します」と声を
おかけくださし、参り暗名簿に有折・氏名を記入、参力噴を支払い、 

鳥のチェックリストを受け取ってくださし、鳥が見えたらリーダー 

たちが望遠鏡で見せてくれます。体調を整えてご参加くださし、 
参加費】就学前の子無料、会員と小中学生50円、H投100円。 

持ち物】筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋。持っていれぱ双眼鏡な

どの観察用具もご用意くださし、なくても大丈夫で覗 

解散時刻】特に言峨のない場合正午から4後1時ご＆ 

悪天候の場合は中止、小雨決行です。 できるだけ電車バスなど

のラ単七交通機関を使って、集台場所までお出かけください。間際こ
彫ミ俵が変更される場合もありますロご注意を」領頁いします。 カワセミ幼鳥 

幸手市‘宇和田公園探鳥会 

期日】5月3日（日・祝） 

集合】午前 9時 15分、宇和田公園駐車場。 

交通】東武伊勢崎線東武動物公園東口から境

車庫行き 8:45 発のバスで「上宇和田」下

車、北方向に徒歩約 5分。 

担当】佐野、植平、佐藤、竹山、田退、村上

見どころ】昨年は宇和田の小さな森にもオオ

ルリやキビタキが立ち寄りました。探鳥会

で見られる日も遠くないのでは。カワセミ

やチョウゲンボウは子育てに忙しい時期

です。遠くからそっと観察しましょう。も

ちろんシラコバトには期待です。 

茨城県・浮島～小見川探鳥会（要予約） 

期日：5月5日（火・祝） 

詳細は 3月号をご覧ください。 

千葉県習志野市・谷津干潟探鳥会 

期日】5月6日（水・祝） 

集合】午前 10 時、JR京葉線南船橋駅前。 

交通】JR 武蔵野線武蔵浦和 8:52→南浦和 

8:56→京葉線直通南船橋9:48 着。 

担当：杉本、伊藤、手塚、野村（修）、長谷部、 

菱沼（一）、菱沼（洋）、渡避 

見どころ：今年は、潮回りにより、午前の開

催です。シギ・チドリの春の渡り最盛期で

す。夏羽の華やかさを楽しんでください。 

お昼ころ、現地で解散の予定。 

東京都・三宅島探鳥会（要予約） 

期日】5月8日（金）-p10 日（日） 

詳細は4月号をご覧ください。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日：5月 10日（日） 

集合】午前9時 30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷 9:09 発、または寄居 

8:51発に乗車。 

担当：千島、新井、鵜飼、倉崎、田島、飛田、 

中川、村上、茂木 

見どころ】爽やかな風が吹く土手を歩けぼツ

バメが飛び交い、オオタカが飛び、河原で

はオオョシキリがさえずっているかも。野

鳥の森まで歩きます。 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日】5月 10日（日） 

集合：午前8時 45 分 JR宇都宮線蓮田駅東口

バス停前。 

担当：玉井、内田、榎本（建）、田中、長嶋、 

長野、菱沼（ー）、星野、古安 

見どころ：南の国からやってきたツバメやオ

オョシキリなどの夏鳥と、繁殖期に入って

鮮やかになった鳥たちを楽しみましよう。 

渡りの途中の鳥とも出会いたいですね。 

ご注意】今回は元荒川の川島橋左岸から歩き

だして、黒浜沼（環境学習館）までの片道

コースです。車で来られる方は、環境学習 
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館ではなく、北側に新しく出来た“緑のト

ラスト保全第 11 号地黒浜沼駐車場” を利

用して下さい（川島橋まで徒歩約 15 分）。 

中軽井沢レディース探鳥会（要予約） 

期日】5月16日（土） 

詳細は4月号をご覧ください。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】5月 16日（土）午後3時～4時ころ

会場】会事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】5月 17日（日） 

集合】午前8時 15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後路線バスで現地へ（ご注意】案

内人は8時過ぎに北浦和駅東口到着予定で

す）。または午前9時、さいたま市立浦和博

物館前。 

後援：さいたま市立浦和博物館 

担当】須崎、青木、赤堀、浅見（健）、浅見（徹）、 

石塚、楠見、小菅、小林（み）、柴野、新部、 

畠山、増田 

見どころ】5月の主役はキジです。あちらこ

ちらからキジの声が聞こえる事でしよう。 

また、夏鳥も楽しみです。昨年はコチドリ

を間近で観察できました。陽射しが強いと

暑くなりますので、温度調節できる服でご

参加ください。 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日】5月24日（日） 

集合】午前 9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通：西武新宿線本川越 8:42 発、所沢 8:39 

発に乗車。 

解散】正午ころ、稲荷山公園。 

担当：長谷部、石光、久保田、鈴木（秀）、高

草木、中村（祐）、藤掛、星、水谷、山口、 

山本（真） 

見どころ】入間川にやって来た夏鳥たちを探

します。河川工事で様子が変わった入間川。 

今年もオオョシキリやササゴイは来てくれ

るだろうか。 

加須市・加須はなさき公園探鳥会 

期日】5月 30日（土） 

集合：午前 8時 40 分、東武伊勢崎線花崎駅南

口階段下。集合後徒歩で現地へ。または午

前 9時、加須はなさき公園駐車場。 

交通：東武伊勢崎線春日部 8:14→久喜 8:27 

→花崎 8:34。 JR 宇都宮線大宮 7:53→久喜 

8:15 で東武伊勢崎線乗り換え。 

共催】加須はなさき公園管理事務所

担当】長嶋、相原（修）、相原（友）、石川、 

植平、菊川、竹山、星野、茂木、渡逢

見どころ：爽やかな初夏の公園で、渡って来

た夏烏やお馴染みの鳥を探します。大きな

声のあの鳥やラブラブのあの鳥達はもう

子育てを始めたでしょうか。チョウゲンボ

ウの親子が見られたら最高です。 

長野県・戸隠高原探鳥会（要予約） 

期日『 5月30日（土）~31日（日） 

詳細は4月号をご覧ください。 

H委員会から ご案内 

支部のホームページ、ご覧いただいていま

すか？ 役に立つ情報が満載だと思います。 

まだの方は、ぜひ一度お立ち寄りください。 

IJRL : http://www. wbsj  saitama. org/ 

グーグルやヤフーで、「日本野鳥の会埼玉」 

で検索しても、たどり着けます。 

ホームページに関するお間い合わせやご

意見など、お気軽にお寄せください。また、 

各コーナーについてのご感想などもお送り

いただけると嬉しいです。IT委員会宛てのメ 

ールアドレスは、i tc@wb s十saitama. org  

です。 

参加した探鳥会の感想、探鳥会風景の写

真、野鳥や自然の写真・イラストなど、大歓

迎です。「作品投稿について」をご一読くだ

さい。「投稿要綱」に色々書いてありますが、 

とりあえず上記アドレスにメールしていた

だければ、何とかなります。相談しながら、 

IT委員会で様式を整えて、ホームページに

掲載させていただきます。 
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行事報告〕 

H月30日（日） 栃木県 中禅寺湖・足尾松木渓谷 

参加：40名 天気】晴時々曇

マガモ コガモ ホシハジロ キンクロハジロ

スズガモ ホオジロガモ カワアイサ カイツブ

リ カンムリカイツブリ ハジロカイツブリ カ

ワウ アオサギ オオバン トビ オジロワシ

コゲラ アオゲラ チョウゲンボウ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス コガラ シジュウカラ

ェナガ ゴジュウカラ カワガラス ジョウビタ

キ セグロセキレイ ベニマシコ ホオジロ（29 

種）東北道が霧で通行止めのハプニング。予定よ

り I1 時間遅れで足尾に到着。砂防ダムから松木渓

谷を見る。お目当てのイヌワシは飛んで来てくれ

なかった。残念。午後は奥日光の千手ケ浜に移動

して探鳥した。遠かったけれどオジロワシを見る

事ができたし、カワガラスを近くで良く見る事が 

できた。 	 （入山 博） 

n月30日（日） 蓮田市 黒浜沼 
	、 

参加】62名 天気：晴後曇 	ノ 

マガモ カルガモ コガモ キンクロハジロ カ

イツブリ キジバト カワウ アオサギ クイナ

オオバン ハイタカ オオタカ カワセミ コゲ

ラ アカゲラ チョウゲンボウ モズ カケス

ハシボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ

ヒョドリ ウグイス メジロ ムクドリ ツグミ

ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ カワラヒワ ベニマシコ シメ ホオジ

ロ カシラダカ アオジ オオジュリン（37種） 

（番外．ドバト）枯葉が十分落ちておらず、じつ

くりと見ることは出来なかったが、ツグミ、ホオ

ジロ類、ベニマシコやシメ等常連の鳥たちは勢ぞ

ろいしていた。中でもチョウゲンボウ子が電線に

長い間止まって大サービスしてくれて良かった。 

（玉井正晴） 

12月6日（土） 所沢市 狭山 

参加】27名 天気】U青 	ノ 

マガモ カルガモ コガモ ホシハジロ キンク  

ロハジロ カイツブリ カンムリカイツブリ ハ

ジロカイツブリ キジバト カワウ アオサギ

オオバン ミサゴ トビ オオタカ コゲラ モ

ズ ハシブトガラス シジュウカラ ヒョドリ 

ウグイス ェナガ メジロ シロハラ ルリビタ

キ ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ カシラダカ アオジ クロジ（32種） 

（番外：ドバト、ガビチョウ）この時期は、カモ

類が頻繁に1才し替わる。前日の下見で確認出来て

期待したトモェガモが1日で姿を消し、代りにキ

ンクロハジロが入っていた。但し、種、数ともに

今冬もカモ類は淋しい。カンムリカイツブリ、ハ

ジロカイツブリは例年通り群れで観察出来た。林

地では、クロジやルリビタキの成鳥子が盛り上げ

てくれた。「待っほどに ようよういでしルリビタ 

キ 青き羽色に光はじけて」 	（石光 章） 

ノ 12月7日（日） 加須市 加須はなさき公園 、 

参加】30名 天気】晴 

ヒドリガモ マガモ カルガモ コガモ カイツ

ブリ キジバト カワウ アオサギ ダイサギ

オオバン タシギ コゲラ モズ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス シジュウカラ ヒョドリ

ウグイス メジロ ムクドリ ツグミ ジョウビ

タキ スズメ ハクセキレイ セグロセキレイ

カワラヒワ シメ ホオジロ アオジ（29種）（番

外：ドバト）最初に目に入ったのは高圧線の鉄塔

でくつろぐアオサギだった。モズの声が聞こえる

中、芝生で採餌するハクセキレイを発見。青毛堀

川ではオオバンやコガモやカルガモの飛び立ちを

土手の上から観察。コガモの緑の翼鏡が締麗だっ

た。園内に入ると、シジュウカラとメジロの混群

が枝移り。水遊び広場でセグロセキレイが採餌。 

モミジバフウの並木で50羽士のカワラヒワが脇目

も振らずに採餌。黄色い羽に「ワァッ、崎麗！」 

の歓声。住宅予定地の敷地でジョウビタキ早。参

加者から「可愛い！」の声。 

12月7日（日） 北本市 石戸宿 

参加】56名 天気：晴

キジ マガモ カルガモ コガモ キジバト ア

オサギ トビ ハイタカ ノスリ カワセミ コ

ゲラ アオゲラ モズ ハシボソガラス ハシブ

トガラス ヤマガラ シジュウカラ ヒョドリ 

ウグイス ェナガ メジロ ムクドリ シロハラ  

マガモ 
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ツグミ ルリビタキ ジョウビタキ スズメ ビ

ンズイ カワラヒワ ベニマシコ ウソ シメ

ホオジロ カシラダカ アオジ（35種）入口の橋

の上から木にぶら下がっている鳥の巣を観察（帰

って調べたらェナガの巣）。その後、ェナガの群れ

が飛んで来て、充分に観察できた。カワセミの池

の近くでヒッヒッの声。ルリビタキが、高い木の

上の方で鳴いていた。エドヒガンザクラの前では

ウソの声。オスを望遠鏡で観察。北口の梅林の木

のてっぺんに珍しくビンズイ。この後もベニマシ

コのメス。後半は時間不足で残念っ （吉原俊雄） 

12月7日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】58名 天気】日青 

キジ オカョシガモ ョシガモ マガモ カルガ

モ ハシビロガモ オナガガモ コガモ ホシハ

ジロ キンクロハジロ スズガモ ミコアイサ

カイツブリ カンムリカイツブリ ハジロカイツ

ブリ キジバト カワウ ゴイサギ アオサギ

ダイサギ コサギ バン オオバン クサシギ

ユリカモメ セグロカモメ ミサゴ トビ チュ

ウヒ オオタカ ノスリ カワセミ モズ ハシ

ボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ ヒ

ョドリ ウグイス ムクドリ ツグミ ジョウビ

タキ スズメ ハクセキレイ カワラヒワ ベニ

マシコ ウソ シメ ホオジロ カシラダカ ア

オジ オオジュリン（51種）（番外：ドバト）民家

園の蓮池にクサシギ。芝川沿いを歩けばカワセミ

が目の前を行ったり来たり。止まったところも観

察できた。調節池内にはカンムリカイツブリ・ハ

ジロカイツブリ・カイツブリの 3種が泳いでいた。 

カモ類も多数。猛禽類ではミサゴやチュウヒが気

持ちよさそうに飛んでいた。小鳥類ではウソを観

察できた人も。久々の50種越え！! （須崎 聡） 

12月14日（日） 熊谷市 大麻生 

参加：37名 天気】日青 

カルガモ カイツブリ キジバト カワウ アオ

サギ ダイサギ トビ ハイタカ オオタカ ノ

スリ コゲラ チョウゲンボウ ハヤブサ モズ

ハシボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ

ヒョドリ ウグイス ェナガ メジロ ムクドリ

ツグミ ジョウビタキ スズメ ハクセキレイ

セグロセキレイ カワラヒワ ベニマシコ ウソ

シメ イカル ホオジロ カシラダカ アオジ  

(35種）風が強く、土手での観察では、多くの鳥

種は見られない。ゴルフ場内の公道でようやくコ

ゲラ、シジュウカラ、脇の枯草にカシラダカなど

常連の小鳥が観察でき、さらに期待のベニマシコ

も後半の組で鳴声を確認。猛禽類は 6 種見られた。 

（茂木幸蔵） 

/ 12月14日（日） さいたま市 岩槻文化公園 、 

参加】44名 天気】U青 
	/ 

ヒドリガモ カルガモ コガモ カイツブリ キ

ジバト アオサギ オオバン イカルチドリ イ

ソシギ カワセミ コゲラ アカゲラ モズ カ

ケス ハシボソガラス ハシブトガラス シジュ

ウカラ ヒョドリ ウグイス ェナガ メジロ

ムクドリ シロハラ ツグミ ジョウビタキ ス

ズメ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレ

イ カワラヒワ ウソ シメ ホオジロ カシラ

ダカ アオジ（35種）（番外【ドバト）公園内では

駅伝大会の影響のためか鳥の出が悪い。村国池で

ウソのオスをわずかな人が確認できた程度。後半

は、元荒J「にカワセミやイカルチドリ。テストコ 

ースではェナガ、シジュウカラ、メジロ、コゲラ

の混群やアカゲラが見られ、シメやツグミなどの

冬鳥も現れた。 

12月17日（水） 加須市 渡良瀬遊水地 

参加】26名 天気】U青 

コハクチョウ オカョシガモ ョシガモ ヒドリ

ガモ マガモ カルガモ ハシビロガモ オナガ

ガモ トモェガモ ホシハジロ ミコアイサ カ

ワアイサ カイツブリ カンムリカイツブリ 

ジロカイツブリ キジバト カワウ アオサギ

ダイサギ オオバン タゲリ セグロカモメ ミ

サゴ トビ チュウヒ ハイタカ ノスリ カワ

セミ アオゲラ ハヤブサ ハシボソガラス ハ

シブトガラス シジュウカラ ヒョドリ ムクド

リ シロハラ ツグミ ジョウビタキ スズメ

ハクセキレイ カワラヒワ ベニマシコ シメ

ホオジロ カシラダカ オオジュリン（46種）（番

外】ドバト）カモ類はトモェガモ、カワアイサ、 

コハクチョウの飛期を加えて12種も見られて幸せ

だった。後半西風が非常に強くなってコース途中

で引き返した。しかし、チュウヒ、ミサゴ、ノス

リにハヤブサ等の飛朔が良く見られて、出現鳥は 

46種にのぼった。 	 （玉井正晴） 
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●『見沼たんぼ見どころガイド 2015』で、「見

沼たんぼの野鳥たち」を紹介 

『見どころガイド』は、さいたま市都市局

都市計画部みどり推進課見沼田圃政策推進

室が、毎年発行しています。『2015』はB5 

版全 56 ページ。ェリアマップ、散歩道コー 

スなどの案内に続き、12ページにわたり、当

会がまとめた「見沼たんぼの野鳥たち」を掲

載しています。 

写真と角覇治海老原美夫、探鳥会資料取り

まとめ：山口芳邦、監イ参楠見邦博・藤掛保

司・山部直喜が担当しました。見沼たんぼを

散策する人たちがより一層、野鳥に関心を持

つきっかけになることを願っています。さい

たま市内の各区役所などで入手できます。 

●会員の普及活動 

2月 15 日（日）、坂戸市環境学館いずみ主

催［高麗川の未来を考える講座］で、坂戸市浅

羽ビオトープの野鳥観察を実施。坂口稔・

増尾隆が指導。参加者31名。 

2月 28 日（土）、我孫子市手賀沼から鳥の

博物館で開催された新ハイキングクラブ主

催「鳥を観る・知る 13」で小林みどり・浅見  

徹・工藤洋三・藤田敏恵・星進が指導。参加

者36名。 

3月8日（日）、金勝山で開催された可りIIげ

んきプラザ主催「ジャムづくりとバードウオ

ッチング」で千島康幸・松下光・青山紘一が

指導。参加者42名。 

●会員数は 

4月1日現在1, 772人。 

活動と予定 

●3月の活動 

3月 14 日（土）『しらこばと』4月号校正（海

老原美夫、大坂幸男、小林みどり、志村佐

治、藤掛保司、長嶋宏之）。 

3月 15 日（日）役員会（司会】柴野耕一郎、当

会担当の関東ブロック協議会準備・その

他） 
3月 17 日（火）武蔵丘陵森林公園第2回地域

懇談会に出席（藤掛保司、小林みどり）。 

3月 23 日（月） 『野鳥』誌を購読しない会員

向け、 『しらこばと』4月号を郵便局から

発送（海老原美夫）。 

●5月の予定 

5月 2 日（土）普及部・編集部会。 

5月 9 日（土） 6月号校正（午後4時から）。 

5月16日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

5月17日（日）役員会（午後4時から）。 

編集後記 

[99％以上除菌」を誰った洗剤や消臭剤を

よく見かける。100％と言わない正直さは評

価するけれど…生き残ったわずかな菌、ふと

見回せばライバルは全滅。おいおい、増え放

題、やりたい放題じゃね？…でも、これでい

いの？ 1種だけの暴走が出来ない多様性は

重要だと思う。人間の世界も…（八方怒人） 
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